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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は、最近の業績を踏まえ、2022年５月13日に公表しました2023年３月期連

結業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

（１）2023年３月期連結業績予想数値の修正（2022年４月１日～2023年３月31日）            

（単位：百万円） 

 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

一株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 775 3 △95 △120 △12 円 88 銭 

今回修正予想（Ｂ） 794 58 △127 △289 △31 円 10 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） +19 +55 △32 △169  

増減率（％） +2.6 - - -  

前期実績（Ｃ） 

（2022 年３月期） 
647 △122 △243 △258 △27 円 78 銭 

増減額（Ｂ－Ｃ） +147 +180 +115 △30  

 

（２）修正理由 

 2023年３月期の連結売上高につきましては、化粧品関連事業において、コロナ

禍の鎮静化により、中国への販売を見込んでおりましたが、依然として、中国市

場への展開が進まず、予想を大きく下回る見込みとなりました。しかしながら、

抗体関連事業の診断試薬サービスにおいて、主力製品である、ELISAキット及び

抗体の、海外販売におけるeマーケティング(SNS等)を活用した情報戦略の成果

により、海外大手CRO企業や製薬企業および大学等の研究者からの引き合いが増

加したため、海外販売数量が大幅に増加したことや、さらに、円安の影響や国内

外において、アルツハイマー関連抗体の纏まった売上を計上したことにより、予

想に比べ、売上高が増加する見込みとなりました。 

 連結営業利益については、利益率の高い自社製品の売上高が大幅に増加した



ことや当社グループにおいてコロナ禍における事業活動の最適化や効率化を推

進し、研究開発の選択と集中を行ったことにより、黒字を達成し、予想に比べ増

加する見込みとなりました。 

 連結経常損失については、関係会社における投資損失や棚卸資産評価損等（本

日公表の「営業外収益、営業外費用、特別利益及び特別損失の計上に関するお知

らせ」を参照）が計上され、予想を下回る見込みとなりました。 

 親会社株主に帰属する当期純損失については、関係会社における特別損失や

特別利益等（本日公表の「営業外収益、営業外費用、特別利益及び特別損失の計

上に関するお知らせ」を参照）が計上され、予想を下回る見込みとなりました。 

 以上の結果、連結売上高は、794,621千円（前年同22.7％増）、営業利益は58,373

千円（前年同期は122,219千円の営業損失）、経常損失は127,912千円（前年同期

は243,472千円の経常損失）、親会社株主に帰属する当期純損失は289,731千円

（前年同期は258,767千円の親会社株主に帰属する当期純損失）となる見込みで

す。 

また、キャッシュフローにつきましては、プラスの営業キャッシュフローを達

成する見込みとなりました。 

 

（参考：セグメント別経営成績の予想） 

セグメント 

売上高 営業損益 

金額 

(千円) 

前年同期比 
金額 

（千円） 

前年同期比 

増減額 

（千円） 

増減率 

（％） 

増減額 

（千円） 

増減率 

（％） 

抗体事業 790,600 156,376 ＋24.7 152,132 +167,090 － 

内
訳 

診断試薬サービス 678,780 174,966 ＋34.7 216,190 +157,741 +269.9 

検査サービス 64,265 △21,818 △25.3 △3,497 ＋5,210 － 

TG カイコサービス 47,554 3,228 ＋7.3 △60,560 ＋4,138 － 

遺伝子組換えカイコ開発事業※ ─ ─ ─ △80,414 ＋14,841 － 

化粧品関連事業 4,021 △9,331 △69.9 △13,344 △779 － 

※遺伝子組換えカイコ開発事業は、研究開発のコスト管理を行っているため、売上高はあり

ません。 

注）各セグメントの業績数値につきましては、セグメント間の内部取引高を含めて表示して

おります。 

 

 (注) 上記の予想は現時点において入手可能な情報に基づき算出したものであ

り、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、今後の様々な

要因により上記予想数値と異なる場合があります。 

 

 

 

 以上 


